本学養護教諭養成課程における看護学の展開 : 2年終了時における学生レポート分析 by 藤原 素子
本学養護教諭養成課程における看護学の展開 : 2年
終了時における学生レポート分析
著者 藤原 素子
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 22
ページ 77-83
発行年 1987
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001775/
本学養護教諭養成課程における看護学の展開
2年終了時における学生レポー ト分析一一
Development of Nursing Curriculum in 
School Nurse Course of Our College 
－一一 Analysis of Students' Reports 
of the Time of Graduation 
藤原 素子
Motoko FUJIWARA 
I はじめに
77 
本学の養護教諭養成は，昭和45年度より保健体育科の中で開始され，すでに16年経過してい
る。その中にあって看護学は， 長期間，臨床実習を含み10単位で展開し，さらに昭和60年度か
らは8単位で展開してきている。
養護教諭養成課程における看護学は，免許法により最低8単位修得しなければならないが，
看護学を学ぶ意味が他の分野の人々，さらには養護教諭志望の学生にすら理解されていない場
合がある。 これは，養護教諭が日本独得の職種であること，また，看護学の内容が正しく理解
されていないことから起こると考えられる。
英語の看護 （Nursing ）の意味をたどると，看護，保育，はぐくみ育てるという意味となり，
当然，養護の意味を含むことになる。それゆえ養護教諭教育の基盤として看護学を学ぶ意味が
あると考えるが，はたして学生にはどのように受け止められているのであろうか。
そこで今回，本学における看護学の展開の経過と内容をふりかえるとともに， 2年終了時に
おける学生レポートを分析し， 学生に看護学がどう受け止められていたか，把握したいと思う。
n 養護教諭コースにおける看護学の展開
1.看護学展開の経過
看護学は養護教諭コース開設当初より， 10単位で15年間行われてきているが，その科目名，
内容は少しずつ異なっている。 各年代ごとに分けると表1の通りとなる。
昭和45年一50年の看護実習8単位のうち，2単位を学内実習とし，6単位を臨床実習として
いる。昭和51年一52年の看護学10単位は，6単位を講義及び学内実習とし，4単位を臨床実習
としている。 昭和60年以後の臨床実習は3週間の実習で2単位としている。
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表 1 看護学展開の経過
年 次 看 議 子与
昭和45～50年 看護学概論 2単位
昭和51～52年 看護学10単位（臨床実習を含む）
昭和53～59年 看護学総論2単位
看護学各論IZ単位
看護学各論Iz単位
昭和60年以降 看護学総論2単位
看護学各論Iz単位
看護学各論Iz単位
2.看護学展開の内容
(1）看護学総論
臨 床 実
看護実習 8単位
看護学臨床実習4単位
看護学臨床実習2単位
習
看護学総論は本来は基礎看護技術を含んだものであるが，ここでは看護学概論を中心に行っ
ている。テキストはV・ヘンダーソンの 「看護の基本となるものjを使用し，入学問もない
学生に看護の定義，概念，養護教諭養成の中で看護学を学ぶ意義を講ずるものである。
(2) 看護学各論I・ I
本来は看護学総論を終了した上で各論に入るべきであるが，ここで、は基礎看護技術に入って
おらず，看護学各論I及び看護学各論Eで基礎技術を含めて行うことになった。
基礎看護技術を各論としてとり上げてゆく中で，基本的な考え方があった。 一つは個人衛生
の概念を組み入れること。（本学では個人衛生の学科目は開講していない。） これは自己の健康
管理が基本となり他者の健康管理につながると考えたからである。二つめは，対象はこれから
自ら家庭を築き上げてゆく若い母性を持った女性であることから，家庭生活に必要な看護とし
て展開してゆくことである。従ってテキストの選択にあたっては，以上の考え方を含めて，「家
庭看護学jを使用している。さらに，基礎看護技術を習得するため， 実技演習を行っている。
(3) 臨床実習
臨床実習については前述の通り， 最初は6週間で実施し，さらに4週間となり，60年度から
は3週間となった。短大の養護教諭養成機関の多くが，2週間の臨床実習を行っているが，本
学では，養護教諭に必要な臨床実習の目標に合わせ，さらに，実習病院の協力が得られること
により，長期間4週間の臨床実習を実施してきた。
ここで，短大の養護教諭養成における臨床実習の目的を考えてみよう。我々が考える臨床実
習の目的とは，以下のように要約できると思う。
1 ）観察眼を養うこと。これは異常と正常の判断ができ，救急時その他の学童 ・生徒への観
察力を高めるためである。
2）基本的看護活動を通し，養護教諭に必要なコ ミュニケーションのとり方，援助活動の技
術，態度を学ぶ。
3）疾病の症状，治療を患者を通して学び，学校保健活動の中での疾病予防と，疾患を持つ
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た学童 ・生徒との対応の仕方を学ぶ。
これは神奈川県衛生短大の村島の言う目的と同じと考えられる。これらを考え合わせると，臨
床実習では，外来 ・病棟双方の実習が必要となり，この目的に添って看護学臨床実習要項を作
成した。臨床実習要項は実習施設側の意見を加えて検討している。
m 2年終了時における学生レポート分析
1 .調査対象
調査対象は昭和59年度養護教諭コ スー入学生143名である。この期の学生は， 看護学総論2
単位，看護学各論I2単位，看護学各論I2単位，看護学臨床実習4単位を履習した。レポー
ト記載時期は昭和61年1月で， 2年間のすべての授業終了時である。
2.調査方法
レポートのテーマを 「養護教諭の仕事と看護学Jとし， B5版のレポート用紙2～ 3枚の自
由記載とした。内容による評価はしないことをことわり，学生自身の考えを書くように求めた。
内容をまとめるにあたっては，レポートの主題を各学生につき 1～ 2項目ひろいあげ，内容
別に区分した。総数を143名とし，同様の意見の実数を示すこととする。
3.結果
(1）最初の段階の看護及び看護学のイメージ（表2)
看護学に対して好意的な意見と，養護教諭になぜ看護学が必要なのか疑問視する意見があっ
たが，全員に問うたわけではないので，人数だけ示す。
表 2 最初の段階の看護及び看護学のイメ ージ（総数 143名）
看護学というものに大変興味があった
看護婦になるのではないという反発があった
(2）看護学を学んで感じたこと
4名 （2.8%)
4名（2.8%)
看護学を学んで感じたことは表3のとおりである。主題別に区分すると，①看護の精神 ・心
を学んだとする者10名（7.0%），②相手の立場になって考えることを学んだ者35名（24.5%),
③看護学は人間として，母として，女性として必要なものであると感じた者22名（15.4%）と
なり，以上の3項目について強調した内容が多かった。
その他の項目の中で1）看護学に対する考え方が変わった 5名があるが，この内容を具体的に
表現すると，「看護＝看護婦の仕事と考えるのは正しくないと思うようになった」，「病気の人
のお世話をするばかりでなく，専門的な指導，援助，助言，励ましも含まれると理解した」と
なっており，看護学への理解そのものの変化がみられる。
(3）看護学に対する批判的な意見
レポートの中には看護学に対する批判的な意見もあり表4のとおり分類した。授業時間数が
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表3 看護学を学んで感じたこと （総数 143名）
①看護の精神 ・心を学んだ。
1 ）看護が奥深いものであると実感した。
2）精神的な面での看議学 ・人聞の心について学ふきことができた。
②相手の立場になってものを考えることを学んだ。
1 ）人の痛み，弱い立場にある人を理解することが大切と思った。
2）人格をもったひとりの人間として接することを学んだ。
3）相手の立場になってものを考えることが重要と気がついた。
4）相手に対する愛情 ・信頼関係が基本になっでいる。
5）ゴミュニケーションのとり方はカウンセリングにつながる。
③看護学は人間として母として女性として必要なものである。
1）看護は女性として，大人として大切でhある。
2）人間として生きてゆくために認識を深めることができた。
3）日常生活に多く役立てることができる。
4）基本的な知識は家庭においても十分生かすことができる。
④ その他
1 ) 2年間勉強してきて，看護学に対する考え方が変わった。
2）健康や命の尊さを学んだ。
表4 看護学に対する批判的な意見（総数 143名）
0看護学が多すぎる。
o内容が専門的で養護教諭にかかわりがない。
0臨床実習に対する批判
10名（ 7.0%) 
4名
6名
35名（24.5%)
7名
4名
8名
9名
7名
22名 (15.4%)
4名
7名
3名
8名
13名（ 9.1%) 
5名
8名
6名 （4.2%)
5名（3.5%)
5名（3.5%)
多いこと，内容が臨床向きであると感じとった者，臨床実習が養護教諭の仕事に関連性がない
と感じた者である。
(4) 臨床実習から多くを学んだ（表5) 
前項で臨床実習に対する批判もあったが，臨床実習から学んだという意見もあった。
(5）養護教諭の仕事と看護学の係わり（表 6)
①医学的な知識 ・判断力から看護学の必要性を感じた者21名 (14.7%），②援助活動として
表5 臨床実習から多くを学んだ （総数 143名）
0臨床実習を終えてから養護教諭との密接な結びつきを感じた。
0「人間j「命」について考えさせられ，他人を思いやる優しさができた。
0 授業で学んだことが実践することにより身になった。
表6 養護教諭の仕事と看護学の係わり（総数 143名）
4名（2.8%)
3名（2.1%)
9名（6.3%)
① 医療 ・看護についでの知識が心要である。 21名 (14目7%)
1 ）看護者の観察 ・状況の判断が大切である。 11名
2）養護教諭は学校の中において医学的な専門性が要求されている。 10名
② 養護教諭の仕事と看護学では基盤が同じと言える。 11名 (7.7%) 
1 ）手助けが養護 ・看護の基本となっている。 3名
2）ヘルスニードを待つ者に対する援助活動ということで看護学を基盤としている。8名
③ その他
1 ）教育実習 ・臨床実習を行ってみて看護学を学ぶ必要性を感じた。 8名
2）養護教諭に必要な看護は家庭看護の延長である。 2名
3）養護教諭に必要な看護は臨床看護とは異なる。しかし切り離せるものではなしミ。 5名
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基盤は同じであると感じた者11名（7.7%）いた。またその他の中では，教育実習，臨床実習
から看護学の必要性を感じた者8名となっている。以上は看護学と養護教諭の仕事の結びつき
をとらえることができた意見だが，「養護教諭に必要な看護は臨床看護とは異なる，しかし切
り離せるものではない」とする意見が5名あり，看護学に対して批判的な意見を含めてつなが
りがつかみきれておらず，迷いや不満を現わしている内容もあった。
(6）養護教諭の仕事に対する考え（表7)
少数ではあるが，養護教諭の仕事について述べられたものがあった。「不安定な位置にある
職業だ」 1名，「教員であることを誇りにしたいJ2名という意見があった。
(7）授業内容，カリキュラムに対する要望（表8)
授業内容，カリキュラムに対する要望は表8の通りである。技術面でもっと力を入れてほし
いとの要望と養護教諭の実践に即した内容を希望するものである。
表7 養護教諭の仕事に対する考え（総数 143名）
0看護者というよりカウンセラーの役割が大切。 l名
0不安定な位置にある職業だ。 1名
0教員で、あることを誇りにしたしミ。 2名
0周囲の人々との人間関係が大切。 2名
表8 授業内容・カリキュラムに対する要望 （総数 143名）
0養護実習前にもっと多くの技術・知識を得たい。 1名
0臨床実習を先にし，養護実習を後にしてほししミ。 1名
0技術的な面で深く勉強したかった。 1名
0養護教諭の仕事にもっと直接的な看護学を実践をまじえて学びたし、。 l名
0応急処置をもっと勉強したL、。 3名
4.考察
以上，レポー トの主題から，看護学へのイメージ，学んだこと，批判的な意見，養護教諭と
の関わりについて分類し，まとめてみた。これらの結果から考察すると以下のとおりである。
(1）看護学から学び得たことは，「相手の立場になってものを考えること」が多く示され，
援助学的側面が強調されている。また「女性が生活してゆく上で役立つ」，「人間や命について
考えさせられた」という意見も多く，看護を幅広くとらえていることがわかる。さらに，看護
学の概念が学びながら変わっていったという意見も聞かれ， 2年間の講義と実習から看護の概
念をつかみ取っていったと考えられる。
(2）看護学と養護教諭の仕事との係わりをどのようにとらえているかは，医療についての知
識が必要と考えている面と，援助学として基盤が同じととらえている者が多かった。これは前
項の看護学から学び得たこととも関連している。また，教育実習や臨床実習を行ってみて，看
護学との結びつきを強く感じた者も多かった。
(3）看護学に対する反発は予想されていたが，最初の段階で反発を感じた者を含めて20名
(14. 0%）の意見が聞かれた。看護婦ではなく教員として誇りをもちたいと考えた者，内容が
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臨床看護向けだととらえた者等である。しかし 「養護教諭に必要な看護は臨床看護とは異なる，
しかし切り離せるものではないJという意見があるように，否定しきれず，養護教諭との関連
をつかみかねている様子を知ることができた。
(4）看護技術については，少数ではあるが，もっとくわしく学びたいという意見，さらに救
急処置を含めて養護教諭に結びついたものを学びたいというものであった。これらは授業展開
の上で今後十分考えていかなければならない問題である。
以上のとおりまとめたが，養護教諭の仕事の基盤として，現在の医療社会と看護の概念を広
くとらえた者が多く いたことは意義あることと思われる。また日常生活に看護を取り入れるこ
とができたとした者も多く，これは家庭生活に必要な看護として看護学を展開していったこと
の成果でもあろう。
看護学に対する批判的な意見は，看護学を学ぶ意味を明確に伝え得なかったことも関係して
いるが，養護教諭を目指す学生の気持ちも知ることとなった。教員として誇りをもつことを希
望していると受けとめられる。しかし，看護学と養護教諭の仕事が対立するものではなく，養
護教諭の仕事の中に看護学が取り入れられてゆくことを希望するわけである。そのためには，
幅広く とらえられている看護の概念を一層明確化し示してゆくことが大切と思われる。また学
生の希望にあったように，基本的な看護技術をマスターしてゆく ことも必要である。
養護教諭の仕事と看護学の結びつきを教育実習や臨床実習を行ってから理解できたという意
見があったが，看護の実際を見て，肌で感じた意見であろう。 しかし， 有効な臨床実習を考え
た時に，もう少し前に養護教諭にとっての臨床実習の意義をつかむことができるような授業展
開も必要と思われる。
U おわりに
養護教諭養成課程の看護学について学生がどのように受けとめているか，2年終了時のレ
ポー トから把握してみた。これらは，レポ トーの中から筆者の主観として主題を選び出したも
ので，客観的なデータとはいえない。しかし，漠然とした記述の中から，看護学から学び得た
こと，養護教諭の仕事，看護学への批判が浮かび上がってきた。
看護婦の資格の有無にかかわらず，学校保健の中で教師という立場で看護を実践してゆくの
は養護教諭であると思う。今後も看護学の意味を明確化し，養護教諭の仕事の基盤として看護
学がとらえられるよう進めてゆきたいと考える。
今回は2年終了時のレポー トをまとめたが，今後は入学時と 2年終了時の看護学のとらえ方
の比較も必要であろう。また看護学への批判の根底に何があるのかももう少し分析し，さぐっ
てみたいところである。 今回は実数を述べるだけの粗雑なまとめであるが，今後は測定できる
形で結果を得たいと考えている。
養護教諭の英訳はSchoolNurseと言いきれないところに日本独自の特徴があるわけである
が，Nursingの意味をどう伝えるかが，養護教諭養成課程における看護学担当者の課題であ
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ると思う。今回のレポートで漠然とながら看護学の意味を広くとらえる学生が多く いたことは
喜ばしいことであるが，これは本学の臨床実習を受け入れて下さっている施設の看護スタッフ
の方々が実践で示して看護の意味を伝えて下さっていることも大きく意味していると思う。
最後に，本年限りで退職なさる斉藤ミツエ先生に心から感謝申し上げるとともに，本学の養
護教諭コース創設以来，看護学総論 ・臨床実習を通して看護の理念をとかれ，各学生の胸に看
護の意味をうえつけて下さったことに敬意を表します。それは先生が50余年の間学び， 体験さ
れてきた看護のすべてを学生や看護婦に示して下さいました。それ自体が看護者であり，また
看護の意味にも含まれる教育的態度であったと思います。
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